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研究成果の概要（和文）：本研究は、学習指導要領の改訂に伴う学校数学カリキュラムの移行期において、「意
図されたカリキュラム」・「実施されたカリキュラム」・「達成されたカリキュラム」の三層が、どのように連
携して機能しているかの実相（アラインメント）を解明することを目的としている。新しい教科書における数学
的活動の具体化や「数学的な見方・考え方」の顕在化等にみられる教科書への学習指導要領の理念の実装の分
析、教室での授業実践の実態の分析、そして全国学力・学習状況調査のデータの再分析を通して、学校数学カリ
キュラムにおける「意図」と「実施」との整合・不整合の様相、及び「達成」と「実施」の双方向の影響等が明
らかになった。

研究成果の概要（英文）：The current study aims to analyze various phases of school mathematics 
curriculum reform with a focus on the alignments of the 'intended', 'implemented', and 'achieved' 
curriculum at the period of transition to new national curriculum guidelines. For this aim, new 
mathematics textbooks at both elementary and secondary levels are analyzed by using a coding system 
for identifying the blocks consisted of mathematical activities and discipline-based epistemology. 
Also, mathematics classroom practices are analyzed in relation to teachers' interpretation of 
national curriculum guidelines. The results of the analysis reveal that exemplifications of 
mathematical activities and discipline-based epistemology in the textbooks are limited and that 
teachers' roles in incorporating key ideas in the classroom are crucial for the alignment of the "
intended" and 'implemented' curriculum. 

研究分野：教育学

キーワード： 学校数学　カリキュラム　アラインメント　学習指導要領　数学的活動　数学的な見方・考え方　教科
書　算数・数学

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、学校カリキュラムの移行期において、教育政策に基づく「意図されたカリキュラム」と学校現場での
「実施されたカリキュラム」、そして児童生徒の資質・能力の育成として把握される「達成されたカリキュラ
ム」の三層の関係について、教科書分析や教室実践分析を通して実証的に明らかにしている。改訂された新しい
教科書における数学的活動の実装や「数学的な見方・考え方」の具体化に関する教科書レベルでの課題ととも
に、カリキュラムの移行期において学校教育の中核を担う教師の役割とその研修システムとしての授業研究の意
義を明らかにしており、学校数学カリキュラム改革の国際的研究動向から見て注目される知見を提供している。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１. 研究開始当初の背景 
（１）我が国では、改訂学習指導要領の全面実施が学校段階別に年次進行で進み、教育課程の移

行期にある。このような教育課程移行期には、学習指導要領の形で具体化された新しい教育

理念が、教科目標や教科内容の形で全国の学校現場の学習指導としていかに浸透していくか、

またそれが児童・生徒の資質・能力の形成にいかに資するかが、学術的にも教育的にも重要

な検討事項である。特に、「育成を目指す資質・能力」論に基づく新しい立場から示された算

数科、数学科の教科目標や教科内容が、教室でいかに具体化され、児童生徒の資質・能力の

育成とその評価につながっているかを把握することが研究上の重要課題である。 

（２）国際的には、学校数学におけるカリキュラム改革が、現在の数学教育に関する最も重要な

研究テーマとなっている。実際、数学の学術団体・国際数学連合(IMU：International Mathematics 

Union)とその下部組織・数学教育国際委員会（ICMI：International Commission on Mathematics 

Instruction）が、現在の数学教育に関する最も重要な研究テーマとして「学校数学におけるカ

リキュラム改革」を特定し、学校数学のカリキュラム改革に関する国際会議（ICMI Study 24、 

2018年 11月）を主催した（Shimizu & Vithal, 2023）。この会議では、29カ国・地域の研究者

の参加の下、グローバル化した国際社会を背景とする OECD/PISAや TIMSSのような大規模

国際学力調査の影響によって、世界の数学カリキュラムが同様の強調点や類似性をもつ「国

際カリキュラム」の形成へと向かうのかどうか、またそのようなカリキュラム改革の促進要

因や阻害要因は何か、さらに教科内容の重視から資質・能力や学びのプロセス重視へとシフ

トしつつあるカリキュラム構成の具体的なあり方等を明らかにすることが課題となった。 

（３）本研究課題は、日本におけるカリキュラム改革の動向と、上記のような研究の学術的背景、

及びそれと連動しつつ変革を続ける学校数学に関連する教育政策を対象に、社会のグローバ

ル化の中で進行する学校数学カリキュラム改革の世界的動向を把握し日本のカリキュラム改

革を相対化してとらえながら、「プロセススタンダードを包含する学校数学カリキュラムにお

いて、教科目標・学習指導・学力評価のアラインメントはいかに構築されうるのか」を学術

的な「問い」として設定した。 

 

２.  研究の目的 

本研究の目的は、学校数学カリキュラムの移行期において、カリキュラム改革の世界的動向を

把握しつつ、その知見に基づいて我が国のカリキュラムの三層のアラインメントの実相を分析

するとともに、その望ましい構築のあり方を探求することである。そのために、３つの課題を設

定し、研究を進めることにした。 

課題１：国際会議 ICMI Study 24の成果に基づいて、世界各国の学校数学カリキュラム改革の共

通性・類似性を確認し、プロセス志向のカリキュラム改革を目指す我が国の学校数学カリ

キュラムの特質を明らかにすること 

課題２：我が国の学校数学における「意図されたカリキュラム」、「実施されたカリキュラム」、

「達成されたカリキュラム」のアラインメントを分析する枠組みを構築すること 

課題３：プロセススタンダードを内包する学校数学カリキュラムにおける上記三項のアライン

メントの実相を解明し、その分析結果に基づいて、望ましいアラインメントの構築のあり

方を探求すること 

 



３. 研究の方法 

（１）研究枠組みの構築 

本研究では、意図・実施・達成という学校数学のカリキュラムの三層について、それらのアラ

インメントを検証するための視点として、教育制度・政策、学校、教室、教師、児童・生徒

という５つの観点を設定し、それぞれの項目に対する三層のカリキュラムの役割に焦点化

した分析を試みることにした。これは、TIMSS カリキュラム分析の基本的な枠組みである

学校数学カリキュラムの三層とその位置付けを、日本の文脈で捉え直すものである。 

（２）教科書分析 

学校数学カリキュラムにおける「意図」と「実施」の中間に位置して「潜在的に実施された

カリキュラム」と特徴づけられる教科書におけるアライメントを把握するために、本研究で

はコーディングシステムを開発し、それを用いて、小学校 6種、中学校７種類、高等学校３

種類の教科書について、関数領域（小学校は「変化と関係」領域）の単元を分析することと

した。特に、教科書における内容の分析単位の設定を設定した上で、数学的な見方・考え方

の働き、数学的活動の導入などについて分析する手法を開発することとした。 

（３） 教室へのアプローチ：「実施されたカリキュラム」の分析 

カリキュラムの三層の関係を把握するために、小学校や中学校の研究授業例について、指

導案と授業・研究協議会の記録、教師インタビューのトランスクリプト、授業研究後の修正

指導案を分析することとした。その際、特に、授業者が「意図」をどのように解釈して授業

を設計、「実施」するかに焦点化して分析を行うこととした。 

（４） 学力調査の結果の検討 

「達成されたカリキュラム」については、児童生徒の学習状況の把握、教室での学習行動の

分析、教師による児童生徒の評価など、様々な観点からのアプローチが考えられる。本研究

では、文部科学省が実施している全国学力・学習状況調査の令和 3 年以降のデータの貸与

を受け、出題の特徴と調査結果の特質の分析、および教師の教授行動と児童生徒の学力の関

連を調べることからアラインメントの実相を捉えることにした。 

（５） 研究成果の公開とそれに対するフィードバック情報の把握 

本研究の成果を、児童生徒の保護者、教育行政に関わる教育委員会関係者、学校関係者や教
育の出版関係者等、学校教育に関わる様々な層のステイクホルダーに提供し、得られた研究
成果に対するフィードバック情報を得るために、東京と大阪地区のそれぞれにおいて、「研
究フォーラム」を開催し、参加者に対するアンケート調査を実施することとした。 

 
４. 研究成果 
（１）カリキュラムアラインメントの研究枠組み 
本研究では、学校数学における「意図されたカリキュラム」、「実施されたカリキュラム」、「達

成されたカリキュラム」の三層のアラインメントを分析するにあたって、学校教育が埋め込まれ

た社会的文化的背景を視野に、図１のような枠組みを設定し、左列にある５つの観点から三層の

関係を捉えることにした（清水、 2020）。この図１は、意図・実施・達成の三層が、相互に関連しな

がら推移し、その進行に教育制度・政策、学校、教室、教師、児童・生徒という５つの項目が関与

することを表現したものである。 

（２）算数・数学教科書の分析：手法の開発と適用 

学校数学カリキュラムにおける「意図」と「実施」の中間に位置して潜在的に実施されたカ

リキュラムと特徴づけられる教科書におけるアライメントを把握する。そのために、本コーディ

ングシステムを開発し、小学校の 6種の教科書における領域「変化と関係」の「比例・反比例」



の単元を分析した（清水他、2021）。この分析では、学習指導要領で意図された「数学的な見方・

考え方」や「数学的活動」の観点が教科書で全て網羅されているわけでないことを指摘している。 

 
図１ アラインメントを捉える枠組み 

また、中学校第 3学年「関数 y＝ax2」と高等学校数学 I「二次関数」の単元を対象に、中等教

育段階の教科書におけるアライメントを把握する手法の開発を試みた（岩田他、2022、 西村、

2022）。この研究で設定した分析単位による検討の結果、高等学校教科書では、例外はあるもの

の、中学校教科書に比べて「問い」や「活動」のブロックが少なく、「意図」の反映が教師に委

ねられていることが示唆された。さらに、高等学校の教科書では、「数学的な見方・考え方」自

体に教科書によって差がみられ、特に「関数の表、式、グラフの相互の関係に着目すること」に

関する記述の有無の差が大きいこと、「数学的活動」では、「焦点化された問題から解決」の割合

が大きく日常の事象や社会の事象などを数学的に考察する活動は極めて少ないことがわかった。  

これらのことから、学習指導要領の目標を達成するためには、授業において、教科書紙面上

にはない、問題発見や事象の数学化、統合・発展の過程を取り入れたり、問題解決において大切

な数学的な見方・考え方を生徒が意識できるような発問や活動を補ったりする必要があること

が示唆される。他方、アラインメントの視点からは、教科書の紙面上に表しにくいものをどのよ

うに学習指導で教師が補い、実現していくかを提案していくことも重要である。 

（３）教室へのアプローチ：実施されたカリキュラムの分析 

学校数学カリキュラムの「意図」と「実施」との整合の実態を明らかにするために、本研究

では、小学校や中学校の研究授業例について、指導案と授業・研究協議会の記録、教師インタビ

ューのトランスクリプト、授業研究後の修正指導案を分析することとした。その際、特に、授業

者が「意図」をどのように解釈して授業を設計、実施するかに焦点化して分析を行うこととした。

この研究を、仙台、東京、大阪、広島、島根の各地域での授業研究会等を中心に展開した。 

影山ら（2022）は、「意図されたカリキュラム」と「実施されたカリキュラム」とのアライン

メントに焦点化して、多元分析のアプローチによってアラインメントの整合性を捉える視点を

提案している。多元分析のアプローチとは、文脈の異なる質的データを総合的にみることであ

り、語の使用を一貫性の軸として設けて、アラインメントの整合性を検証することとした。語

の使用として「推論」を設定し、テキスト分析を行った結果、「意図」や「実施」といったカリ

キュラムの層によって語の使用は異なることが明らかとなった。そこでは教師ならではの解釈

や翻訳が加味されており、各層のカウンターパートがみられる場合に、カリキュラムの整合性

は維持されていると判断することを提案している。 

一方、市川ら（2022） は、「意図」と「実施」との間の整合の実態を明らかにするとともに、

不整合がある場合に、不整合の解消に向けてどのような調整が行われるかについて事例的に明

らかにしている。この研究では、中学校数学科の研究授業を分析した。その結果、相似とみる

という見方・考え方については、理念、計画、実際の全ての局面に反映されていたが、見方・



考え方の働かせ方の意識については、全ての局面に反映されていないことがわかった。また、

研究協議会を経ることによって、数学的な見方・考え方や、その働かせ方に関して、理念の局

面においては、「意図されたカリキュラム」と「実施されたカリキュラム」の調整が行われてい

る実態が確かめられた。この研究では、授業研究会において、研究協議会を経ることによって、

数学的な見方・考え方とその働かせ方に関して、理念の局面においては、「意図」と「実施」の

調整が行われている実態を確認している。この意味で、授業研究が、「意図」と「実施」の架け

橋としての役割を果たすことが明らかにされている。 

さらに、清野ら（2023）は、算数を専門としない教師が、授業研究を通して、「意図」と「実

施」との間の不整合の解消に向け、どのように調整していくのか、また、何を学ぶのかについ

て、事例的に明らかにしている。具体的には、 1年間算数科に焦点を当てた校内研究を実施し

ている学校の教諭を分析の対象とし、研究授業の前に行われた指導案検討会、研究授業並びに

研究協議会を分析するとともに、その教諭にインタビュー調査を行い、その記録を分析した。

分析の結果として、教諭は、これまでの自身の授業を常に思い出し、教材観と指導観を豊かに

しながら、「意図されたカリキュラム」と「実施されたカリキュラム」の間隙を埋めていく様相

が確認された。 

これに対し、清水宏幸他（2023）は、学習指導要領とその解説で明示された「意図」と「実

施」の中間に位置する「潜在的に実施されたカリキュラム」としての教科書に着目している。

そして、この教科書レベルでのアラインメントを把握するために開発したコーディングシステ

ムを用いて、小学校算数科第 6学年の「比例の利用」で行われた、1つの授業を分析している。

その結果、数学的活動については、教科書や学習指導案では現れていない項目を、授業では教

師が意図的に仕組んでいることが明らかになっており、コードを視点として「意図」と「実施」

のアラインメントを把握することが可能であることが示唆されている。 

（４）学力調査の結果の検討 

本研究では、文部科学省が実施している全国学力・学習状況調査の令和 3年以降のデータの貸与

を受け、出題された問題の特質、調査結果の分析等を行うとともに、学校質問紙調査にみられる

教師の教授行動と児童生徒の学力の関連を調べることから「実施」が「達成」に及ぼす影響を中

心に、アラインメントの実相を捉えた。 

全国学力・学習状況調査では、出題された問題に対する学習指導要領の内容が示されており、

「達成」と「意図」のアラインメントを調査結果から捉えることができる。一方、この「達成」

と「実施」のアラインメントを把握するためには，全国的な動向として分析の対象を揃えること

が重要である。そこで、改訂学習指導要領で指導内容として示されている数学的活動の実施状況

と学力調査の関連から，アラインメントを分析する手法を確立することとし、学校質問紙調査に

おける数学的活動の実施状況のデータと学力データのクロス集計を行った。結果として、一部の

項目において相関がみられることがわかった。この結果については、論文を投稿中である。 

（５）研究成果の公開とそれに対するフィードバック情報の把握 

上記のような一連の研究成果をまとめ、学校教育に関わる様々な層のステイクホルダーに提
供し、研究成果に対するフィードバック情報を得ることを目的として、東京地区（2023年 11月、
2024年 2月）と大阪地区（2024年 1月）において、「研究フォーラム」を開催し、参加者に対す
るアンケート調査を実施した。アンケート調査結果からは、次期のカリキュラムに対し本研究の
成果がいかに寄与しうるか、アラインメントに影響するカリキュラムオーバーロードの問題を
どう捉えるか等の重要な指摘があり、今後の研究の進展にとって有意義なフィードバックが得
られた。また、研究成果をよりわかりやすく社会に情報発信することの必要性も確認できた。 
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